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P58a MOA-IIによる重力マイクロレンズを用いた浮遊惑星探索
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我々MOAグループはニュージーランドのマウントジョン天文台において口径 1.8m, 視野 2.2平方度の専用望
遠鏡を用いて、重力マイクロレンズ現象を探索している。重力マイクロレンズ現象とは観測者と光っている天体
(ソース天体)の間に質量を有する天体 (レンズ天体)が存在するとレンズ天体の重力によってソース天体が増光す
る現象である。銀河中心方向を観測したとき、典型的な増光期間はレンズ天体の質量の平方根に比例し、太陽質
量で 30日程度、木星質量で 2日程度である。このため、浮遊惑星を探索するには数日程度の増光期間のイベント
を検出すればよい。
2006年の観測では約 200例のマイクロレンズ現象を検出し、その中で増光期間が数日程度のマイクロレンズイ
ベントを数例検出した。銀河系に存在している浮遊惑星の存在量を求めるためには、見つかったマイクロレンズ
イベントからの情報だけではなく、我々の観測機器の 1.8m望遠鏡でのマイクロレンズイベントの検出効率を求
め、銀河モデルから期待されるイベント数と検出効率を考慮したイベント数を比較し、増光期間が数日程度のイ
ベント数と銀河モデルから期待されるイベント数の差を見る必要がある。本講演では 2006年に発見されたマイク
ロレンズイベントを紹介し、浮遊惑星の存在量についての解析経過報告をする。


